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№ 質問箇所 質　問　事　項 回　　　　答

1

6月14日付けの質問回答
書３６

『炭素繊維巻立て工の目付量４００ｇ／ｍ２・目付量４
５０ｇ／ｍ２・目付量６００ｇ／ｍ２は「橋梁架設工事
の積算」について①樹脂の数量のみ適用することを想定
しております。』との回答ですが、5月25日付け設計図の
訂正では、炭素繊維巻立て工の目付量４００ｇ／ｍ２・
目付量４５０ｇ／ｍ２・目付量６００ｇ／ｍ２の樹脂の
使用量が訂正されていますので、設計図の数量を採用す
べきではないでしょうか、ご教示願います。

樹脂の使用量は設計図の数量とお考えください。

質問書に対する回答


